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社会福祉協議会は、地域における住民組織と社会福祉事業関係者等により構成され、住民主体

の理念に基づき地域の福祉課題の解決に取り組む社会福祉法人です。昭和町社会福祉協議会では

誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉の実現をめざし、住民の福祉活動の組織化、社会福

祉を目的とする事業を企画及び推進するために本事業計画書を作成し、目的に向かって着実に実

施してまいりました。2019年度は、昭和町の策定した各種計画との整合性を図り地域福祉を総

合的かつ計画的に検討する中で、公的支援だけでは対応し難い側面の強化と住民を主体とした福

祉活動への取り組みを推進するための 5か年の計画として『昭和町第 3次地域福祉活動計画』

を策定しました。 

また、2020年 2月には新型コロナウイルス感染症の影響による事業の中止や同感染症に起因

する生活福祉資金貸付特例の相談が 3月 25日より開始されました。 

 

１．交流と社会参加の機会創出 

 

 

１）高齢者の交流機会の充実 

高齢者の社会的孤立、ひきこもりを防止し、地域の人々と交流しながら生きがいを持って暮ら

せる地域づくりを推進しました。 

 

（1）いきいき・ふれあいサロンの充実 

町内全地区で実施している「いきいき・ふれあいサロン」の充実に努めました。 

 

①いきいき・ふれあいサロンへの助成事業（共同募金配分金事業・町補助金事業） 

多くの高齢者のいきがい、健康づくり、居場所づくりにつながるよう、いきいき・ふれあいサ

ロンに対し支援しました。 

（全地区参加者総数  2,962人 全地区開催総数 91回  助成総額 1,020,000円） 

 

（2）交流機会、外出機会づくりの推進 

高齢者のひとり暮らし世帯、高齢者のみの世帯を中心に、地域の人々とのふれあう機会や交流

の充実に努めました。 

 

①ふれあいランチ事業（共同募金配分金事業） 

一人暮らしの高齢者、障がい者の方々を対象として、理事の協力の下に、レクリエーションや

昼食会等、季節の交流広場事業として開催しました。4月は「お花見ふれあいランチ」、7月に

は「夏だ！祭りだ！ふれあいランチ」、さらに 12月には「クリスマスふれあいランチ」を企画

し、児童や生徒、ボランティアとの交流を積極的に進めました。 

（参加者総数  386名 【内訳 4月 96名 7月 182名 12月 108名】 

 

 



 

 

- 2 - 

 

②ICT（情報通信技術）活用事業 

タブレット端末やWi-Fi環境を提供し、住民相互の交流の場を創造しました。また、スマート

デバイスを使用したワークショップなどを開催し、住民の利便性の向上を図りました。 

（事業開催数  ２回 事業参加者総数  22名）※スマホ活用術 

 

③社協カフェ事業 

住民が気軽に集まることができる場所として、業務時間内で随時開催しました。また、ICT活

用事業との連携を図ることで外出機会の創出に繋げ、住民主体のコミュニティへとなるような運

営に努めました。さらには、カフェ開催日に併せて様々な教室も開催しました。 

（カフェ開催日数  126日  カフェ利用者総数  38名） 

※教室開催回数  12回  教室参加者総数  ９７名 

・LINE講座 全 4回  31名  ・ハーバリウム教室 全 2回 17名 

・クラフトバンド教室 全５回 37名  ・正月飾り教室 １回  12名 

 

④運転ボランティア移送サービス 

人材バンク制度の登録ボランティアを活用した移送サービスの提供に努めました。 

（運転ボランティア登録者  8名  サービス実施回数  32回） 

 

⑤外出支援サービスの推進（町受託事業） 

毎週火曜日・木曜日、総合会館や温泉利用者のために運行される福祉バスに登録ヘルパーが同

乗し、利用者の乗降介助や安全確保に努めるとともに外出を支援しました。 

（利用者総数  330名） 

 

（3）いきがいづくりの推進 

生涯学習、生涯スポーツの各種事業と連携しながら、高齢者のいきがいづくりや社会参加の自

主活動を支援しました。 

 

①いきがいクラブ活動等支援事業及び社会参加の促進 

高齢者自らのいきがいづくりの一環として、いきがいクラブ活動やいきがい大学活動に対して

支援をおこないました。また、各専門部の自主的な活動に助成し、併せて、高齢者自身の社会奉

仕活動や、高齢者同士の友愛訪問活動等へも支援しました。 

（いきがいクラブ専門部  ７部門に対し総額  400,000円を助成） 

 

 

２）多世代交流、ふれあい機会の創出 

世代や障がいの有無にかかわらず、すべての住民が同じ地域の一員としてふれあう機会の創出

と福祉意識の啓発に努めました。 
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①福祉まつりの実施 

高齢者、障がい者、母子父子家庭の皆さんをはじめ多くの住民を対象に社協役員、民生委員・

児童委員連絡協議会、ボランティアグループ等の協力を得て、「共に参加する協働のまつり」を

テーマに開催し、交流と福祉活動への理解を深める事業として実施しました。今年度は記念すべ

き 40回目となり盛会に開催することができました。 

（参加者総数  358人） 

 

②親子ふれあい事業（共同募金配分金事業） 

親子のふれあいを深める場と機会を通じて、よりよい家庭環境と「親子の絆」を築き、健全な

教育の熟成を図ることを目的に開催しました。 

（参加総数約 110名 ） 

※マス釣り大会保護者を含む約 90名 プログラミング体験：保護者を含む 22名 

 

③くらしアップ！！事業 

生活に役立つことから趣味に関する内容まで、様々な教室を開催しました。 

（スマートフォン教室      98名  ボールペン・筆ペン教室  38名） 

 

④障がい児スクール事業（共同募金配分金事業） 

身障がい児者親の会ひばり会が実施する障がい児のための「ひばり会余暇活動」等を支援しま

した。 

 

⑤障がい者団体等の活動推進 

障がい者福祉会の自主的活動に対して支援しました。 

 

⑥母子福祉団体等の活動推進 

母子寡婦福祉会の自主的活動に対して支援しました。 

 

⑦戦没者遺族団体等の活動推進 

遺族会の自主的活動に対して支援しました。 

 

 

３）健康づくり 

住み慣れた地域でいつまでも健康に暮らし続けられるよう、心と体の健康の維持・増進を目的

として、高齢者の健康づくり事業を推進しました。 

 

①健康（いきがい）づくりの支援 

「自分の健康は自分で守る」という意識を持つことの大切さを住民に浸透させるとともに、地

域のリーダーを養成するなど地域の健康づくり活動を支援しました。また、誰もが心豊かにいき

がいを持っていきいきと過ごせるよう、趣味の仲間づくりなどのいきがいづくりを支援しまた。 
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②高齢者軽スポーツの普及 

高齢者の体と心の健康維持・増進を目的として福祉ゲートボール大会を実施しました。また、

いきがいクラブ連合会主催で 60歳以上の住民を対象とした「福祉軽スポーツ親善交流会」を後

援し、室内軽スポーツの普及に努めました。計画していた福祉ペタンク大会は日程等の都合がつ

かず、開催に至りませんでした。 

（福祉ゲートボール大会  ２ 回開催  参加者総数  58名） 

 

③運動指導事業の推進（町受託事業） 

運動機能の維持・向上を図るとともに、寝たきりなどの要介護状態になることの予防を目的と

した健康体操教室を実施しました。 

（実施回数  24回   参加者総数  795名） 

 

④高齢者ふれあい事業の推進（町受託事業） 

高齢者相互の親睦と、ふれあいを広げるとともに、地域社会に積極的に参加する意欲を高める

ことを目的として、気軽に参加できる「音楽療法・足裏健康体操・脳トレ体操」など、各種教室

を実施しました。 

（実施回数  72回 参加者総数  1,301名）※出張ふれあい教室全 7か所を含む数 

 

 

２．地域福祉についての啓発・情報提供の充実 

 

 

１）情報提供体制の整備 

ウェブサイトや SNS、広報紙や組回覧、さらにはボランティアボードやイベント現場等、

様々な場所や情報形態で、地域活動やボランティア活動の情報を提供し、地域福祉に対する住民

の理解を深めるとともに、社協や社協活動の認識を高めました。 

 

①ウェブサイトの充実 

法人としての情報公開をはじめ、事業の内容や予定等を随時更新し、住民の各事業への自発的

な参加及び協力を呼びかけるなど、常に新しい情報を逐次発信しました。 

 

②SNSの活用 

高齢者はもちろん、若年層もターゲットに見据えた広報手段として LINE公式アカウントを使

用しました。事業の案内等、幅広く社協情報の発信に努めました。 

（LINE登録者数  145名） 
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③社協だより 

社協活動やボランティア活動を、より身近に知ってもらうため、毎月発行の「広報しょうわ」

に掲載のある社協だより「まごころ」欄を通し、事業の紹介や各種団体等の活動状況を案内する

とともに、社会福祉活動への理解が深まるように努めました。 

 

④ボランティアだよりの発行（共同募金配分金事業） 

ボランティア団体の活動紹介や情報提供をおこない、ボランティア活動への理解と関心が深ま

るようボランティアだよりを年 2回発行しました。 

 

⑤情報ネットワークの推進 

社協役員をはじめ、区長会、民生委員・児童委員連絡協議会、ボランティア団体、いきがいク

ラブ、障がい者福祉会、母子寡婦福祉会、などを通じて情報発信し、住民の社会参加を促進しま

した。 

 

 

２）福祉教育の推進 

児童・生徒に向けて福祉やボランティア活動に対する理解と関心を高め、次代の地域福祉活動

を担う人材の育成を目指しました。 

 

①学校ボランティア活動推進 

町内小中高生を対象に、社会福祉への理解と関心を高め自主的にボランティア活動に参加する

精神を養うとともに、福祉教育や学習の機会を提供し体験や交流活動を通して福祉の心を育てま

した。また、指定校の実施する事業が円滑に目的を達成できるよう助成しました。 

（町内対象校へ総額  333,635円を助成） 

 

②福祉教育の推進（共同募金配分金事業） 

町内の小中学生を対象に、ボランティア活動や福祉に関心を持ってもらうことを目的として

「福祉標語・ポスター募集事業」を実施し「福祉まつり」で表彰をおこないました。 

（応募総数  831点 【標語の部：  595点  ポスターの部：  236点】 

 

 

３）ボランティア活動の育成支援 

ボランティアの各種団体やボランティア活動の一層の充実に向けて、研修に対する助成や学習

会の開催、さらには先進地事例の収集・情報提供など、ボランティア活動の育成と支援に努めま

した。 

 

①ボランティア活動推進事業 

健康づくりやいきがいづくり等を支えるボランティアの確保に努めるとともに、ボランティア

の育成と資質向上を目的に視察研修や定期的な講習会を開催しました。また、住民のボランティ
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アへの理解と関心を高め、より一層の活動の充実を図ることを目的に「昭和町民とボランティア

のつどい」の開催を計画しましたが新型コロナウイルス感染症拡大防止措置として直前で中止を

決定しました。 

 

②福祉活動学習会講師派遣 

住民がおこなう、福祉に対する理解を深めるための学習会等を支援する事業でしたが実績はあ

りませんでした。 

 

 

３．地域福祉の推進 

 

 

１）地域の活動基盤の充実 

地域で安心して暮らし続けるためには、日々の生活での問題や困り事が気軽に解決できる近隣

環境が重要になります。地域単位での福祉活動の基盤となる組織づくりや保健・医療・福祉の連

携、行政や各種団体等との連携を進めました。また、地域において、生活支援・介護予防サービ

スの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を担いました。 

 

①支部社協活動の推進 

地域福祉推進の中核組織として支部社協の体制を強化し、住民相互の交流や社会参加を推進し

ました。 

 

②地域見守りネットワーク（町受託事業） 

住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる地域社会の形成を目的に、行政や住民、さらには

民間事業者等と協働し地域見守り活動をおこないました。 

 

③青少年育成昭和町民会議 

たくましい青少年を育成するため、家庭・学校・地域がその役割を明確にし、青少年一人ひと

りの人間形成に努め、積極的に育成活動に参画しました。 

 

 

２）ボランティア活動の充実 

地域の助け合い、支え合いを主体となって進めるボランティアへの支援や様々な取り組みをお

こなう団体や組織、個人の連携を促す交流機会の充実や学習機会の創出に努め、「共に生きる社

会の実現」を目指してボランティア活動の充実を支援しました。 

 

①ボランティア連絡協議会運営支援 

ボランティア連絡協議会が中心となり、研修会・講習会・情報交換会等の開催を通じ、ボラン
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ティア活動の推進を図りました。 

（参加ボランティア総数  25団体） 

 

②ボランティア活動事業への助成 

住民の主体的参加と地域連帯に基づき相互に支え合う福祉型まちづくりの実現に資するため、

各種活動を実践する民間ボランティアを育成、支援することにより善意活動に取り組みやすい環

境づくりを目指しました。 

 

③ボランティア活動保険の加入受付 

ボランティア活動中の様々な事故によるケガや損害賠償責任を補償、また地域福祉活動などの

行事におけるケガや賠償責任の補償など安心安全にボランティア活動をおこなっていただくため

の保険の取り扱いをしました。 

（保険加入総数  473名） 

 

④ボランティアに関する各種研修 

ボランティア活動に必要な技術や知識などの習得のために先進地視察、各種研修会、養成講座

の開催や案内をおこないました。 

 

⑤地域ボランティアサロンコーディネーター講習会の開催 

健康づくりといきがいづくりなどを支えるボランティア確保のための講習会を開催し、ボラン

ティア活動の推進を図りました。 

 

⑥昭和町民とボランティアのつどいの開催（共同募金配分金事業） 

ボランティアの資質向上と住民のボランティア活動への理解及びボランティア同士の交流を深

め、ボランティア活動の一層の充実を図ることを目的に開催予定でしたが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止措置として中止しました。 

 

⑦みんなで地域を良くする事業（共同募金配分金事業） 

地域福祉活動などで使用するワイヤレスマイクを貸し出すことを目的に整備し、充実した活動

となるよう支援しました。 

 

⑧安心・安全なまちづくり事業（共同募金配分金事業） 

近い将来必ず発生するといわれている東海地震を想定し、災害ボランティアセンターの立ち上

げや運営に必要な備品を整備しました。 

（拡声器 ・ 発電機 ・ 折りたたみ式リヤカー ） 

 

⑨昭和町ふるさとづくり推進委員会 

「昭和町ふるさとふれあい祭り」に参画し、ボランティアバザーなどの出展を通して、住民と

のふれあいを深め、活力ある地域づくりを推進する計画でしたが大型台風の影響により「昭和町
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ふるさとふれあい祭り」が中止となりました。 

 

 

３）新しいボランティア活動の創出 

地域の福祉ニーズをくみ取り、気軽に参加できるボランティア活動や災害時や緊急時の助け合

い、支え合いのボランティア活動、いきがいや社会参加に重きをおいたボランティア活動など、

時代の流れに応じた新しいボランティア活動づくりに取り組みました。 

 

①ボランティア登録制度の運営・推進(ボランティア人材バンク) 

地域の知識・技能を有する人材を発掘・活用することにより、登録ボランティアの活動の推進

を図りました。 

（ボランティア派遣総数  16件  【登録団体  10団体 登録個人  25名】 

 

②災害ボランティアの育成 

災害が発生した時に復旧・復興に適したニーズに対応するため、災害ボランティアへの登録を

呼びかけました。3月には研修や訓練を実施する計画でしたが新型コロナウイルス感染症拡大防

止措置として中止しました。2019年 11月『令和元年台風第 19号』により各地で甚大な被害

が発生したことをうけ、長野県長野市へ災害ボランティアとして職員が参加しました。また、被

災地支援を目的としたボランティアバスの運行もおこないました。 

11月  ６日：津野地区 計 4名   会長他職員 3名 計 4名 

11月 22日：穂保地区 計 14名  ボランティアバスの運行 1台 町民有志 11名 職員 3名 

 

③昭和町住民参加型有償ボランティア事業 

日頃生活している地域で誰もが安心していきいきと暮らせるように、日常生活の困りごとを地

域で助け合うことができる町づくりに向け住民参加型による有償ボランティア事業を推進しまし

た。 

（事業利用件数 1件 ※延べ  2回 登録会員【利用会員 12名   協力会員 31名】） 

 

 

４）在宅支援サービスの充実 

高齢者や障がい者を対象に様々な在宅サービスを提供することで、日々の不安を解消し、安心

してご自宅で暮らせるように支援しました。 

 

①配食サービス事業の推進（町受託事業） 

一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯及び身体障がい者であって心身の障がい及び傷病など

の理由により調理することが困難な方を対象に、健康で自立した生活が送れるように配食をおこ

ない、併せて業者による安否確認をおこないました。 

（総配食数  1,941食 利用者総数  18名 安否確認  1,934食） 
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②軽度生活援助事業の推進（町受託事業） 

登録ヘルパーにより、在宅の高齢者世帯を対象として、必要とする日常生活上の軽度の支援を

おこなうことで、在宅で自立した生活の継続と要介護状態への進行を防止することを目的に家事

援助などのサービスを提供しました。 

（利用者総数  21名  登録ヘルパー  5名 総稼働時間  691時間） 

 

③友愛訪問事業の推進（町受託事業） 

登録ヘルパーにより、一人暮らし高齢者世帯に対し、安否確認をおこない、ひきこもりや孤立

を防止し在宅福祉、地域福祉の充実に努めました。 

（訪問件数  35件 総稼働時間  8時間 45分） 

 

④訪問型介護予防サービス：総合事業訪問型Ａ(町受託事業) 

高齢者で基本チェックリストの結果により事業対象となった方または、要支援認定を受けた方

が地域で自立した生活を継続できるよう支援員を自宅へ派遣し、軽易な日常生活上の援助をおこ

ないました。 

（利用者数  8名 登録ヘルパー  5名  総稼働時間  258時間） 

 

５）低所得者等福祉・日常生活自立支援事業への取り組み 

経済的に困窮している人たちへの生活資金の貸付業務や相談業務をおこないました。また、高

齢者や障がい者であって判断能力が低下している人たちが地域において自立した生活が送れるよ

う支援をおこないました。さらには、生活困窮者自立支援事業や成年後見人制度についても、行

政と協力し支援に取り組みました。 

 

①福祉金庫貸付事業 

町内在住の方で、急な出費への対応でお困りの方に、無利子で小口の福祉金庫（最高 5万円）

貸付の窓口業務をおこないました。また、長期滞納者への督促状の送付や返還金の回収をおこな

いました。 

（相談件数  ３件 貸付決定数 0件） 

 

②生活福祉緊急援助（米券給付）事業 

主に生活保護受給世帯に準ずる世帯で、緊急一時的な援助を必要とする場合に、米券を給付し

ました。 

（相談件数  8件 給付決定数 8件） 

 

③フードバンク山梨と食糧支援の提携 

年 2回フードドライブへの協力として食品募集をおこないました。集まった食品は生活困窮者

などへフードバンク山梨から食糧支援が実施されました。 

（食料支援件数  14件 緊急支援件数  12件） 
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④日常生活自立支援事業の推進（県社協受託事業） 

認知症高齢者、知的、精神障がいのある方等で、自己決定能力が低下しているために様々なサ

ービスを適切に利用することや金銭管理がうまくできない方等に日常的な生活、金銭管理のサポ

ートをしました。 

（利用者数  ５名） 

 

⑤生活福祉資金貸付制度（県社協受託事業） 

低所得、障がい者、高齢者世帯に対し、経済的自立と生活意欲の助長促進を図ることを目的と

した県社協の受託事業で、民生委員・児童委員連絡協議会の協力により窓口業務と償還指導を担

当しました。また、新型コロナウイルス感染症に起因する理由で生活が困窮する方への相談も並

行しておこないました。 

（相談件数  20件 貸付決定数  ２件） 

（相談件数   6件 貸付決定数  １件）※20件のうち、新型コロナウイルス感染症の影響に起因する内容 

 

⑥臨時特例つなぎ資金貸付制度（県社協受託事業） 

離職者を支援するための公的給付制度または公的貸付制度を申請している住居の無い離職者に

対して、申請されている給付金や貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費の貸付窓口業務をお

こないました。 

（相談件数  ０件 貸付決定数  0件） 

 

 

６）相談事業の充実 

日々の生活で生じる様々な困り事や不安などを抱え込むことがないよう、気軽に相談できる窓

口運営に努めるとともに、関係機関と連携し問題の解決へとつながるよう努めました。また、未

婚者同士の出逢いの場を提供する結婚相談所運営の充実も図りました。 

 

①総合相談・支援事業 

各種相談窓口を開設し、住民の各種相談に応じ支援策等の助言をおこないました。 

 

②心配ごと相談業務の推進 

住民の悩みごとに対応し身近な場所で気軽に相談できる体制を整えるとともに、相談後のフォ

ロー体制の強化にも努めました。相談員による適切な助言・指導を実施しました。 

（全 12回開催 相談件数 1件） 

 

③生活困窮者自立相談支援事業 

山梨県社会福祉協議会が実施している生活困窮者自立相談支援事業の相談窓口として、生活困

窮者の自立支援プラン作成への支援に努めました。また、食糧支援が必要な事案はフードバンク

山梨と連携しての支援も併せて実施しました。 

（相談件数  28件） 
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④結婚相談事業の推進（町受託事業） 

未婚者同士の出逢いを希望する方に登録(無料)していただき、相談員による登録者同士の紹介

や、結婚についての相談業務をおこないました。また、年に 2回県内在住の方を対象に「ふれあ

いパーティー」を開催し、出逢いの場を提供しました。さらには、相談員は出逢いや結婚に関す

る研修会をおこない相談業務の資質向上を図りました。 

（登録者数 男性：  82名 女性：  33名  引き合わせ組数  555組） 

 

 

４．社協組織の充実 

 

 

１）社協体制の強化 

支援を必要とする人、支援を提供する人の相互の立場と権利を尊重しつつ、質の高い福祉サー

ビスの提供体制をつくるとともに、様々なニーズに柔軟に対応できる組織体制の充実に努めまし

た。 

 

①社会福祉協議会活動の充実強化 

民間組織としての特性を活かし、地域のニーズ、地域福祉の課題に順応できる体制を強化しま

した。 

 

②職員体制の充実 

職員体制を見直し、質の高い福祉サービス提供に向けて充実を図りました。 

 

③職員研修の充実 

職員の資質向上や技術の習得などを目的に研修の実施や各種研修会に参加しました。 

 

④職員の処遇改善 

各種の法令により、職員の処遇について見直しを図りました。 

 

⑤理事会、評議員会の充実 

理事会、評議員会の機能をより一層発揮できるよう、運営の充実を図りました。 

 

⑥事務の合理化の推進 

社協業務がより効率的に遂行されるよう、事務の合理化を図りました。 
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２）施設・事務局運営の整備・充実 

地域福祉センターの効率的な管理運営体制の充実と所管する団体事務局の運営支援に努めまし

た。 

 

①地域福祉センターの管理運営業務（町受託業務） 

地域福祉センターの的確な管理運営を実施しました。 

 

②ボランティア・地域住民活動センターの管理運営業務（町受託業務） 

ボランティア・地域住民活動センターの的確な管理運営を実施しました。 

 

③福祉車両の貸出事業 

生活上の支援を必要とする高齢者や障がい者等へ車椅子のまま乗れる自動車の貸し出しをおこ

ないました。 

 

④備品等貸出事業 

高齢者や障がい者等の社会参加の推進を図ることを目的に、要綱に基づき社協が所有する備品

（日赤釜、車椅子、テント、遊具など）の貸し出しをおこないました。 

 

⑤支部社会福祉協議会事務局 

当会役員を中心に各地区長はじめとする地区役員、民生委員・児童委員連絡協議会、関係団

体、ボランティア等、住民が一体となった地域福祉活動の推進に対し支援をおこないました。 

 

⑥共同募金会昭和町分会事務局 

共同募金について積極的に住民に情報の提供をおこなうとともに、共同募金活動の展開を推進

しました。 

 

⑦昭和町結婚相談所事務局（町受託業務） 

未婚者同士の出逢いの場を提供するため、相談業務の運営に努めました。 

 

⑧昭和町いきがいクラブ連合会事務局 

昭和町いきがいクラブ連合会の活動を支援し自主運営組織として活動するよう支援しました 

 

⑨日本赤十字社昭和町分区事務局 

赤十字活動の支援及び会員募集運動を実施しました。 

 

⑩昭和町赤十字奉仕団事務局 

団員の研修や訓練、地域でボランティア活動をおこなうための総合的なサポートをおこないま

した。 
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⑪昭和町ボランティア連絡協議会事務局 

ボランティアグループ間の連携と交流を深め、相互の情報交換をおこない、其々のグループが

活動のしやすい環境づくりをサポートしました。 

 

⑫傾聴ボランティア事務局 

傾聴を希望する方との連絡調整や研修会の開催など、活動の目的を達成できるよう運営支援を

おこないました。 

 

⑬障がい者福祉会事務局 

障がい者福祉会の各種事業の推進及び支援をおこないました。 

 

⑭母子寡婦福祉会事務局 

母子寡婦福祉会の各種事業の推進及び支援をおこないました。 

 

⑮昭和町遺族会事務局 

遺族会の各種事業の推進及び支援をおこないました。 

 

 

３）財源確保 

民間団体としての独立性を高めていくため、社協会費、共同募金配分金、日本赤十字社配分金

などの自主財源の確保について、住民の皆様及び事業所等への理解と協力を求めました。 

 

①社協会員の拡大 

個人会費は１口 800円、団体会費は１口 2,000円、特別会員１口 1,000円以上を基本とし

て会員の拡大に努めました。 

（会費納入総額  5,258,200円） 

 

②共同募金活動の実施 

住民、各区役員、民生委員・児童委員連絡協議会、社協関係者及び企業の協力により共同募金

活動を実施しました。 

（募金総額  3,930,593円） 

 

③日本赤十字社会員の拡大 

各種赤十字活動の充実及び各地区への活動支援のため、会員募集運動を実施しました。 

（会費納入総額  2,320,500円） 


